
第33号
平成29年１月１日号

● 農業委員会活動報告
　■ 視察研修報告……………………………３
　■ 耕作放棄地復元モデル事業……………４

● 農業委員会からのお知らせ
　■ 新たな農業委員会制度…………………５
　■ 農地の賃借料情報………………………６

● 地域農業情報
　■ 農業したいまち栗原……………………８
　■ 農家レストランみ～つけた！…………８

くりはらし

主 な 内 容主 な 内 容主 な 内 容   

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

　
地
域
の
魅
力
を
発
信
！

　
く
り
は
ら
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
開
催
し
た
「
く
り
は
ら

博
覧
会
“
ら
い
ん
”
が
、
市
内
各

地
を
会
場
に
10
月
15
日
か
ら
11
月

29
日
ま
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
28
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

す
る
イ
ベ
ン
ト
の
講
師
は
、
全
員

栗
原
市
内
の
会
員
。
そ
れ
ぞ
れ
の

特
技
や
職
業
を
生
か
し
た
内
容
で
、

参
加
し
た
人
達
は
、
そ
の
技
を
覚

え
よ
う
と
真
剣
で
し
た
。
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お食事処 ｢四季味｣ 代表 鈴木春江さんの『花寿司作り教室』
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謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

農
業
委
員
会
の
業
務
推
進
並
び
に
農
業
振
興
に
格
別
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
稲
作
の
状
況
を
振
り
返
れ
ば
、
前
半
は
穏
や
か
に
推
移
し
、
後
半
に

は
台
風
等
の
多
発
と
上
陸
回
数
が
増
え
倒
伏
や
品
質
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た

が
、
作
況
指
数
「
や
や
良
」
の
結
果
に
安
堵
の
思
い
で
し
た
。

　

さ
て
、
Ｔ
Ｔ
Ｐ
協
定
は
11
月
４
日
に
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
、
参
議
院
に
送
付
さ
れ
る
中
、
ア
メ
リ
カ
の
次
期
大
統
領
が
、
就
任

後
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
脱
退
す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。
何
故
、
ア
メ
リ
カ
が
脱
退

す
る
の
に
日
本
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
発
効
を
急
ぐ
の
か
、
農
家
の
不
安
、
疑
念
を
払
拭

す
る
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
拙
速
な
協
定
は
望
ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
の
制
度
改
革
が
昨
年
よ
り
施
行
さ
れ
、
栗
原
市
農
業
委

員
会
も
本
年
７
月
23
日
の
任
期
を
も
ち
ま
し
て
、
新
制
度
に
移
行
さ
れ
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
農
業
委
員
を
半
減
し
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
員
が
創
設
さ
れ

ま
す
。
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
な
ど
、
更
な
る
活
動
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
栗
原
市
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
一
体
と
な
っ
て
、

遊
休
農
地
の
解
消
な
ど
、
農
地
利
用
の
最
適
化
に
向
け
て
、
地
域
住
民
に
貢
献

す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
市
民
・
農
家
各
位
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

栗
原
市
農
業
委
員
会

　
　

 

会 

長　

鈴す
ず　

木き　

康や
す　

則の
り

更
な
る
活
動
で

　
　
　

 

地
域
に
貢
献

◇
宮
城
県
文
化
の
日
表
彰
（
産
業
功
労
）

　

多
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
農
地
等
の
利
用
促
進
に
努

め
、
地
域
農
業
の
振
興
に
寄
与
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

◇
宮
城
県
農
業
委
員
会
大
会
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
氏
名
の
み
紹
介
）

○
宮
城
県
知
事
感
謝
状

　
　
　（
永
年
勤
続
農
業
委
員
20
年
）

　
　
鈴
木
康
則
　
委
員
（
若
　
柳
）

　
　
大
澤
洋
介
　
委
員
（
高
清
水
）

○
宮
城
県
農
業
会
議
会
長
表
彰

　
　
　（
永
年
勤
続
農
業
委
員
15
年
）

　
　
狩
野
和
義
　
委
員
（
一
　
迫
）

　
　
黒
澤
光
啓
　
委
員
（
一
　
迫
）

大澤　洋介 部会長
（高清水）

受賞おめでとうございます !

◀表彰された狩野委員、黒澤委員

鈴木　康則 会長
（若　柳）
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農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
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「
有
限
会
社
イ
ー
ス
ト
フ
ァ
ー
ム
み
や
ぎ
」
は

変
貌
す
る
米
情
勢
に
対
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
や
安

定
し
て
提
供
で
き
る
お
い
し
い
米
づ
く
り
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
従
来
の
生
産
中
心
の
経
営
か
ら
、
生
産

や
加
工
、
販
売
、
営
業
形
態
の
農
業
生
産
法
人
を

平
成
６
年
３
月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
都
市
と
農
村

の
結
び
つ
き
を
深
め
社
員
一
同
頑
張
っ
て
い
る
現

代
に
合
っ
た
す
ば
ら
し
い
法
人
で
し
た
。

　
「
有
限
会
社
ア
グ
リ
ー
ド
な
る
せ
」
が
あ
る
野

蒜
地
区
は
、
農
業
の
最
先
端
を
走
る
人
の
多
い
地

区
で
生
産
法
人
立
上
げ
に
は
苦
労
し
た
と
の
こ
と

で
す
。
平
成
18
年
農
業
生
産
組
合
か
ら
農
業
法
人

を
設
立
し
、
現
代
に
マ
ッ
チ
し
た
生
産
か
ら
加
工

販
売
、
営
業
、
多

面
的
機
能
自
治
会

を
発
足
し
た
。

　

農
業
法
人
が
中

心
に
農
業
、
観
光
、

福
祉
、
医
療
法
人

が
参
加
し
、
新
た

な
住
み
よ
い
農
村

を
目
指
し
て
い
る

新
し
い
形
の
法
人

で
し
た
。

　
（
佐
藤
秀
男

　
　
　
　

委
員
）

　

農
事
組
合
法
人
「
村
木
沢
あ
じ
さ
い
営
農
組

合
」
は
、
近
郊
農
業
地
域
で
の
農
家
の
高
齢
化
や

減
反
政
策
等
に
よ
っ
て
、
転
作
で
の
効
率
的
な
収

益
確
保
が
求
め
ら
れ
、
組
織
の
設
立
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
丁
寧
な
話
合
い
を
通
し
て
、
営
農
組
合
と

農
地
の
出
し
手
を
含
め
た
担
い
手
が
支
え
あ
い
、

地
域
ぐ
る
み
で
農
を
通
じ
た
豊
か
な
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
豆
や
そ
ば
、
小
麦
等
の
生
産
だ
け
で

終
わ
ら
せ
ず
、
加
工
や
直
売
の
「
農
業
の
６
次
産

業
化
」
に
よ
り
付
加
価
値
を
創
り
出
し
、
補
助
金

等
に
依
存
し
な
い
自
立
し
た
経
営
基
盤
を
目
指
し

て
お
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域

の
受
け
皿
組
織
と

し
て
、
地
域
の
人

達
が
安
定
し
て
農

地
を
任
せ
ら
れ
る

組
織
を
目
指
し
て
、

更
な
る
６
次
産
業

化
の
展
開
や
安
定

し
た
経
営
基
盤
を

作
っ
て
行
き
た
い

と
力
強
く
話
し
て

お
り
ま
し
た
。

（
多
田
仁
一
委
員
）

　

農
家
が
丹
精
込
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
農
産
物
が
体

育
館
い
っ
ぱ
い
に
整
然
と
並
べ
ら
れ
、
秋
田
の
農

業
人
の
意
気
込
み
を
感
じ
、
さ
ら
に
は
各
農
業
機

械
メ
ー
カ
ー
自
慢
の
展
示
場
は
、
運
転
操
作
の
実

演
な
ど
が
あ
っ
た
。
中
で
も
目
を
引
い
た
の
は
、

こ
れ
か
ら
農
業
の
現
場
で
も
活
躍
す
る
で
あ
ろ
う

「
ド
ロ
ー
ン
」
の
展
示
・
説
明
会
場
は
大
混
雑
し

早
速
、
見
積
り
相
談
を
し
て
い
る
方
も
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
他
た
く
さ
ん
の
物
産
販
売
展

等
々
、
予
想
を
超
え
る
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
で
し

た
。

　

若
い
農
業
者
が
、
こ
れ
ら
の
機
械
を
駆
使
し

て
日
本
の
農
業
・
農
村
を
さ
ら
に
元
気
に
し
て

く
れ
る
こ
と
に
期

待
感
を
抱
き
つ
つ
、

１
３
９
回
目
を
迎

え
た
秋
田
県
種
苗

交
換
会
は
、
秋
田

県
だ
け
に
留
ま
ら

ず
、
日
本
農
業
の

発
展
の
た
め
に
大

い
に
意
義
の
あ
る

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

と
感
じ
た
研
修
で

し
た
。

　
（
岩
渕
弘
委
員
）

11/30
（水）

12/5
（月）

11/2
（水）

第
一
農
地
部
会

第
二
農
地
部
会

第
三
農
地
部
会

㈲
イ
ー
ス
ト
フ
ァ
ー
ム
み
や
ぎ 

（
美
里
町
）

㈲
ア
グ
リ
ー
ド
な
る
せ 

（
東
松
島
町
）

（農） 

村
木
沢
あ
じ
さ
い

　
　
　
営
農
組
合（
山
形
県
山
形
市
）

第
１
３
９
回
秋
田
県
種
苗

　
　
　
　
交
換
会（
秋
田
県
湯
沢
市
）
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▲女性農業委員が一堂に会した東北・北海道
　ブロック女性農業委員研修会（11/17）

▲法改正後初めての農業委員会大会
　TPP など 3 つの決議が承認された（11/21）

　

耕
作
放
棄
地
の
復
元
作
業
を
モ
デ

ル
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
耕

作
放
棄
地
解
消
の
き
っ
か
け
と
な
れ

ば
と
始
ま
っ
た
農
業
委
員
に
よ
る

「
耕
作
放
棄
地
復
元
モ
デ
ル
事
業
」

は
、
今
年
で
４
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
下
旬
か
ら
12
月
に
か
け
、
農

業
委
員
が
市
内
３
ヶ
所
に
分
か
れ
、

ト
ラ
ク
タ
ー
や
草
刈
機
を
持
ち
寄
り
、

約
42
ア
ー
ル
の
耕
作
放
棄
地
を
復
元

し
ま
し
た
。

　

耕
作
出
来
る
よ
う
に
復
元
し
た
農

地
は
、
地
域
の
担
い
手
へ
利
用
権
設

定
を
行
い
春
か
ら
作
付
け
を
す
る
予

定
で
す
。 耕

作
放
棄
地
復
元
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

▲農地が荒廃・遊休化すると、近隣の農地に
迷惑や害虫の発生、鳥獣被害拡大、景観悪
化の原因になります。

▲畦畔も草刈し、トラクターで整地する
　農業委員

▲肩の高さまで伸びた雑草を刈る農業委員

　

東
北･

北
海
道
の
女
性
農
業
委
員
が
一
堂
に
会

し
た
研
修
会
で
は
、
婚
活
事
業
の
講
演
や
事
例
発

表
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
日
目
に
研
修
し
た
（
有
）
地
域
環
境

デ
ザ
イ
ン
研
究
所
で
、「
地
域
の
魅
力
づ
く
り
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
」
を
さ
れ
て
い
る
宮
原
博
通
さ

ん
は
、
建
築
家
と
し
て
都
市
開
発
の
仕
事
な
ど
を

行
な
っ
て
い
る
方
で
す
。
山
形
県
高
畠
町
に
住
ま

い
し
、
地
域
と
の
関
わ
り
か
ら
の
「
農
と
食
」
に

つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
元
気
な
ま
ち
は
元

気
な
人
が
つ
く
る
も
の
、
そ
の
元
に
あ
る
の
は
自

然
に
育
ま
れ
た
食
文
化
だ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
農
業
で
豊
富
な
食
材
を
自
給
し
、
食
卓
を

豊
か
に
で
き
る
こ

と
は
幸
せ
な
こ
と

だ
と
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

　

忙
し
さ
が
先
立

ち
、
食
の
大
切
さ

が
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
今
日
。
今
後
の

委
員
活
動
に
と
て

も
参
考
に
な
っ
た

研
修
で
し
た
。

（
佐
竹
き
み
子

　
　
　
　

委
員
）

11/17㈭
〜18㈮

女
性
委
員
会

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業

委
員
研
修
会
　
　
　（
山
形
県
山
形
市
）

㈲
地
域
環
境
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
視
察

　
　
　
　
　
　
　
　   

　（
山
形
県
高
畠
町
）
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新たな農業委員会制度

　従来の農地法に基づく権利移動等に関する許可業務に加え、農業委員会の重点業務とし
て、農地利用の最適化の推進（担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地の発生防止・
解消、新規参入の促進）が必須業務として位置づけされました。

農業委員会の業務が、
「農地等の利用の最適化の推進」として強化

　農業委員会等に関する法律が改正され、平成２８年４月１日から施行されました。
　主な改正点は次のとおりです。

改正①

○選挙によらず、市長が議会の同意を得て、任命
します（市長は、あらかじめ委員候補者につい
て地域の農業者や農業団体等から推薦を求め、
また公募を行います）。

○議会推薦・団体推薦による選任制は廃止します。
○農業委員の過半数は、原則として認定農業者で

す。
※栗原市では、経過措置により新たな選出方法に

よる農業委員は平成29年７月24日以降となり
ます。

農業委員の選出方法が、
公選制から任命制に改正②

○農地利用最適化推進委員は農業委員と連携し、
担当区域での農地利用の最適化のための実践活
動を行ないます。

《主な役割》 ・担い手への農地集積・集約化
　　　　　 ・遊休農地の発生防止・解消
　　　　　 ・農業への新規参入の促進　
○農業委員会は、地域の農業者等に推薦を求め、

同時に公募し、担当ごとに委嘱します。
○農地利用最適化推進委員は、農業委員と兼務す

ることはできません。
※栗原市では、農地利用最適化推進委員は、平成

29 年７月24日以降に農業委員会から委嘱され
ます。

農地利用最適化
推進委員が新設改正③

　現在、新体制作りに向けて作業を進めております。農業委員候補者並びに農地利
用最適化推進委員候補者の推薦・公募については、別途お知らせいたします。
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みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込みは・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　電話　４２−１２３９

　平成２７年１２月から平成２８年１１月までの１年間に賃貸借権を設定した賃借料の水準
（１０アールあたり）は、下記のとおりです。
　今後、農地を貸し借りする際の参考としてご利用ください。

  田（水　稲）
地  区  名

平　均　値 最　高　値 最　低　値 筆　　　数
金　　納 物　納 金　　納 物　納 金　　納 物　納 金　　納 物　納

築 　 館 10,100 円 62 ㎏ 16,000 円 108 ㎏ 5,000 円 19 ㎏ 103 件 341 件

若 　 柳 14,300 円 62 ㎏ 22,000 円 120 ㎏ 7,000 円 29 ㎏ 718 件 118 件

栗 　 駒 9,800 円 48 ㎏ 16,000 円 120 ㎏ 3,000 円 10 ㎏ 394 件 595 件

高 清 水 13,400 円 74 ㎏ 18,000 円 120 ㎏ 12,300 円 35 ㎏ 5 件 61 件

一 　 迫 11,200 円 57 ㎏ 27,000 円 111 ㎏ 1,000 円 16 ㎏ 432 件 307 件

瀬 　 峰 10,100 円 58 ㎏ 16,200 円 118 ㎏ 2,900 円 19 ㎏ 288 件 50 件

鶯 　 沢 9,600 円 41 ㎏ 16,000 円 60 ㎏ 2,600 円 17 ㎏ 116 件 128 件

金 　 成 9,000 円 57 ㎏ 16,000 円 90 ㎏ 2,000 円 13 ㎏ 95 件 647 件

志 波 姫 11,400 円 62 ㎏ 25,000 円 120 ㎏ 5,000 円 30 ㎏ 317 件 151 件

花 　 山 5,300 円 28 ㎏ 8,200 円 30 ㎏ 2,900 円 16 ㎏ 21 件 8 件

栗 原 市 11,500 円 55 ㎏ ― ― ― ― 2,489 件 2,406 件

栗原市の農地の賃借料情報

※　特別な事情などで賃貸借されたデータは除いています。
※　データ数が少なく前年と大きく変動している地区があります。
※　畑については、提供できる賃借料情報が少ないことから表記していません。

３年に１回届出が必要になります
贈与税の納税猶予
築館税務署

不動産取得税の
徴収猶予

北部県税事務所

届出書が送付
（１月末頃）

猶予を受け
ている方　
（３年に　　
　１回が対象）

届出書を提出
（２月15日迄）

各総合支所

市民サービス課

産業建設係へ

農業委員会事務局からのお願い!農業委員会事務局からのお願い!

農地の生前一括贈与により納税の猶予を受けている方へ農地の生前一括贈与により納税の猶予を受けている方へ

　冬季は、申請や届出、相談のお客様で窓口
が大変込み合い、お待ちいただくこともあり
ます。
　お手数ですが、事前に農業委員会事務局ま
たは各総合支所市民サービス課までご連絡の
上、ご来庁いただきますようご協力をお願い
いたします。

発　行……毎週金曜日（月4回）
購読料……月700円
申込先……お近くの農業委員
　　　　　または農業委員会事務局
電　話……（４２）１２３９

担い手・認定農業者の方必見！！

あなたも全国農業新聞の購読をあなたも全国農業新聞の購読を
農家のための情報誌農家のための情報誌



農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　電話　４２−１２３９
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農地中間管理事業 税制特集

◎機構集積協力金に対する課税について

　「経営転換協力金」、「耕作者集積協力金」、「地域集
積協力金」については、課税対象となりますので、
事前に税務署に相談・確認するようお願いいたします。
「経営転換協力金」の場合
・土地利用型農業について自ら耕作することを止め

ることを交付の前提とするものであることから、
土地利用型農業の自作廃止による収益補償又はこ
れに類するものとして、事業所得（農業所得）の
収入金額となります。

「地域集積協力金」の場合
・地域に交付される地域集積協力金は、交付を受け

る組織によって課税の扱いが異なります。
　　法　　人…原則として法人税の課税対象となる
　　任意組織…組合員に対する所得税の課税対象と
　　　　　　　なる

◎機構に貸し付けた農地の
　課税軽減 

　対象者は、所有する全農地（10ａ未満の
自作地を残した全農地）を、平成28年度以
降新たに中間管理機構に10年以上の期間で
貸し付けた方です。

【固定資産税の課税軽減の内容】

　新たに機構に貸し付けた農地に係る固定
資産税を、下記の期間中１／２に軽減
　①15年以上貸付の場合 …５年間
　②10年以上15年未満の場合 …３年間

農業者年金農業者年金
ご存知ですか？もうひとつのメリットご存知ですか？もうひとつのメリットご存知ですか？もうひとつのメリット

大きな節税効果大きな節税効果
◆農家の皆さんにとっていろいろとメリットの多い農業者年金ですが、ここでは
あまり知られていない「節税効果」についてご紹介します。
◆農業者年金に加入すると、支払った保険料の全額が社会保険料控除の対象にな
ります。試算例は下表のとおり。「公的年金」ならではの優遇措置で、民間の
個人年金の控除額上限５万円に比べるとはるかに有利です。また加入者に配分
される運用益も非課税です。
◆さらに将来受け取る農業者年金は「公的年金等控除」の対象となり、65歳以上
の方であれば、公的年金等の合計額が 120 万円までは全額非課税となります。
◆いかがでしょうか。ぜひ農業者年金へのご加入を検討してみてください。

■保険料支払による節税効果の試算（所得税・住民税）

１５％の場合
２０％の場合
３０％の場合

～195万円以下
～330万円以下
～695万円以下

３６，０００円
４８，０００円
７２，０００円

７２，０００円
９６，０００円
１４４，０００円

１２０，６００円
１６０，８００円
２４１，２００円

保 険 料 支 払 額 別 の 節 税 額
税　　率

（所得税+住民税１０％）
所得の目安 月額２万円

(年額24万円）の場合
月額４万円

(年額48万円)の場合
月額６万７千円

(年額80万４千円）の場合



　若柳畑岡地区に、岩松剛さん（69）・せつ子さん（68）夫妻が、古
民家「岩松」をオープンしました。伊豆沼のほとり、明治３６年に
建てられた古民家で、代々続く農家です。４、５年前、伊豆沼にノ
ルディックでお出でになる方から、休憩所として食事提供までとの
要望があり、オープンのきっかけとなりました。
　日本全国や国外から、老若男女問わず古民家に興味を持って来て
くれます。「人と人との繋がりで、農家以外での視野が広がった。
古民家に来て農家の暮らしを知って貰いたい」と剛さん。せつ子さ
んは、「伊豆沼がなかったら開業していなかった」と話していました。
　お店のお勧めは、炊き立てご飯の定食とはっと汁。昔ながらの杵
つき餅の体験もできます。
　将来的には、先ず夫婦共に健康で、出来るだけ永く現状を維持し
ていきたいと意気込みを語っていました。     （取材 : 鈴木春江委員）

  農  家
 レストラン み～つけた!!

▲岩松さんご夫妻が、おもむきのある
　古民家で「おもてなし」

カ フ ェ
【営業時間】　午前11時～午後３時
【定 休 日】　水曜日・年末年始
【メニュー】　コーヒー・ケーキなど…

食　　事
【営業時間】　予約制・前日まで予約
【メニュー】
○朝食（午前７時30分以降、１１月
　　　  ～翌年３月）…１，０００円～
○昼食・夕食…１，０００円～
　※昼食に限り、軽食（はっと汁等）を
　　予約なしで承ります。
　なお、「餅つき体験」や「古民家の見
学」も承ってます。（予約制）

　　古民家　岩　松
☎０２２８－３３－２３２３

〒989-5504　栗原市若柳上畑岡夷穴９

　　古民家　岩　松
☎０２２８－３３－２３２３

〒989-5504　栗原市若柳上畑岡夷穴９
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農
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、
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行
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培

　

高
清
水
７
区
の
菅
原
勝
嘉
さ

ん
（
58
）
は
、
両
親
、
弟
の
４

人
家
族
で
、
水
稲
１
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、
イ
チ

ゴ
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ａ
、
ネ
ギ
20
ａ
経
営
し
て

お
り
、
現
在
イ
チ
ゴ
栽
培
に
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れ
て
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す
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菅
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ま
で
ま
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た
く
畑
違
い
の
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事
に
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務

し
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し
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年
間
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野

菜
栽
培
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講
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と
実
習
の
研
修

を
し
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イ
チ
ゴ
栽
培
」
に
出

会
い
、
５
年
前
か
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
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栽
培

す
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イ
チ
ゴ
の
品
種
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「
も
う

い
っ
こ
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粒
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実
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か
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さ
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徴
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主
に
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て
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が
、
個
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販
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ま
た
、
栗
原
市
で
は
菅
原
さ

ん
だ
け
の
、
高
設
栽
培
方
式
で

主
に
も
み
が
ら
を
培
地
と
し
て

栽
培
す
る「
る
ん
る
ん
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ン
チ
」

栽
培
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
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パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
構
造
上
、

温
度
管
理
が
一
番
大
変
で
、
農

業
大
学
校
で
教
わ
っ
た
先
生
に

相
談
し
な
が
ら
、
質
の
良
い
イ

チ
ゴ
を
目
指
し
、
毎
年
改
善
し

な
が
ら
試
行
錯
誤
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

菅
原
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
の

イ
チ
ゴ
栽
培
を
順
調
に
立
ち
上

げ
、
も
っ
と
設
備
を
整
え
て
い

き
た
い
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

▲菅原さんのイチゴハウスはこれから
　最盛期を迎える。


